
国際バカロレア（IB） 
ディプロマプログラム（DP）　科目概要 

「初級外国語」（ab initio）
2020 年第 1 回試験

© International Baccalaureate Organization 2021

International Baccalaureate® | Baccalauréat International® | Bachillerato Internacional®

I. コースの説明とねらい
「言語の習得」には、「初級外国語」（ab initio）と「言語 B」という現代語

の 2 つの科目があります。これらのコースは、学習言語が話されている環
境で効果的にコミュニケーションをとるために必要なスキルと文化理解を
得られるよう設計されています。

「初級外国語」は SL のみで提供され、学習言語に触れた経験がほとんど、
またはまったくない生徒のための「言語の習得」のコースです。

このコースを履修する生徒は、言語の受容（聞く・読む）スキルと産出（話
す・書く）スキル、およびやりとりのスキルを習得しながら、なじみのあ
る文脈やなじみのない文脈において学習言語でコミュニケーションするこ
とを学びます。

生徒は、言語、テーマ、テクストの学習を通じて、コミュニケーション能力
を高めます。また、アイデンティティー、経験、人間の創造性、社会の構
造、そしてこの地球を共有すること、という5 つの所定のテーマに取り組
みます。これらのテーマは「初級外国語」と「言語 B」で共通ですが、「初
級外国語」のシラバスでは、5 つのテーマに対して各 4 つのトピックが追
加されており、2 年間にわたるコースの間に計 20 項目のトピックに取り組
むことが求められます。

次に記載する「言語の習得」の学習のねらいは、「初級外国語」と「言語
B」に共通しています。

	z 言語、文化、およびグローバルな重要性をもつ考えや問題の学習を
通じて、国際的な視野を養う。

	z 多岐にわたる文脈において、さまざまな目的に合わせて、学習した
言語でコミュニケーションできるようになる。

	z テクストの学習および人との交流を通じて、多様な文化に属する
人々のさまざまなものの見方を認識し、その価値を認められるよう
になる。

	z 生徒にとってなじみのある言語と文化の間に存在する関係性につい
ての理解を深める。

	z 他の知識分野との関連から、言語がもつ重要性についての認識を発
達させる。

	z 言語の学習と探究のプロセスを通じて、知的な取り組みに従事し、
批判的思考スキルと創造的思考スキルを向上させる機会を生徒に提
供する。

	z 付加言語を使って、学習、労働、余暇活動をさらに充実させるため
の基礎を提供する。

	z 言語学習への興味、言語学習における創造性、また生涯にわたる言
語学習の喜びを育む。

ディプロマプログラム（DP: Diploma Programme）は、16 歳から19 歳までの大学入学前の生徒を対象とした、綿密に
組まれた教育プログラムです。幅広い分野を学習する2 年間のプログラムで、知識豊かで探究心に富み、思いやりと共
感する心をもつ人間を育成することを目的としています。また、多様な文化の理解と開かれた心の育成に力を入れ
ており、さまざまな視点を尊重し評価するために必要な態度を育むことを目指しています。

DP は、中心となる核（「コア」）を6 つの教科が取り囲む構成になっています。生徒は、「言語と文学」
（グループ 1）と「言語の習得」（グループ 2）から現代言語を2 言語（または現代言語と古典言語
を1 言語ずつ）、「個人と社会」（グループ 3）から人文または社会科学を1 科目、「理科」（グ
ループ 4）から1 科目、「数学」（グループ 5）から1 科目、そして「芸術」（グループ 6）から1
科目を履修します。ただし、「芸術」から1 科目選ぶ代わりに、他の教科で 2 科目選択するこ
ともできます。多岐にわたる分野を学習するため、学習量が多く、大学入学に向けて効果
的に準備できるようになっています。各教科から柔軟に科目を選択できるため、特に興味
のある科目や、大学で専攻したいと考えている分野の科目を選ぶことができます。

通常は、3 科目（最大 4 科目）を上級レベル（HL: higher level）、その他を標準レベル（SL: 
standard level）で履修します。IBでは、HL 科目の学習に240 時間、SL 科目の学習に150 時
間を割りあてることを推奨しています。HL 科目は SL 科目よりも幅広い内容を深く学習します。

これらに加えて、「課題論文」（EE: extended essay）、「知の理論」（TOK: theory of knowledge）、
「創造性・活動・奉仕」（CAS: creativity, activity, service）の 3 つの「コア」要素があります。
「コア」科目は必修で、DP の理念の中核を成すものです。

この『IB DP 　科目の概要』は以下の 4 つから構成されています。
I. コースの説明とねらい	 III. 評価のモデル
II. カリキュラムモデルの概要	 IV. 学習内容の概要



II. カリキュラムモデルの概要
このカリキュラムは、所定のテーマ 5 項目と所定のトピック20 項目を中心
に構成されていて、書面、音声、視覚、視聴覚のテクストを通じてこれら
に取り組んでいきます。

生徒は、文脈、受け手、目的、意味、変化形の概念的理解を考察すること
で、有意義かつ効果的なコミュニケーションができる人へと成長します。 

コミュニケーションは、受容（聞く・読む）スキル、産出（話す・書く）ス
キル、やりとりのスキルとなって表れます。

III. 評価のモデル
「言語の習得」の評価目標は、「初級外国語」と「言語B」に共通しています。

	z 多岐にわたる文脈において、さまざまな目的に合わせて明確かつ効
果的にコミュニケーションできる。

	z さまざまな対人的、文化的文脈、および受け手に対する適切な言語
を理解し、使用できる。

	z 流暢さと正確さをもってさまざまな考えを表現したり、さまざまな考
えに反応したりするために言語を理解し、使用できる。

	z 多岐にわたるトピックについて、考えを特定し、整理し、提示できる。
	z 多岐にわたる書面、音声、視覚、視聴覚のテクストを理解し、分析
し、振り返ることができる。

IB について：IB は、過去 50 年以上にわたり、質の高いチャレンジに満ちた教育プログラムとしての定評を築いてきました。国際的な視野をもって21 世
紀の現実の課題に対応することで、より良い、より平和な世界の創造に貢献していくことのできる若者を育成しています。

DP についての詳細は、IB のウェブサイト（www.ibo.org/en/programmes/diploma-programme/）でご覧いただけます。

『指導の手引き』の完全版は、IB のプログラム・リソース・センターからアクセスできるほか、IBストア（store.ibo.org）でご購入いただけます。 

DPが大学での成功に向けた素地づくりにどのように貢献するかについては、IBのウェブサイト（www.ibo.org/en/university-admission）をご覧ください。

評価の概要
「初級外国語」（SL）の評価の概要 配点比率

外部評価
75%

試験問題 1：（産出スキル）
2 つの記述課題 ― それぞれ 3 つの選択肢
から選択

書く	 — 30 点

25%

試験問題 2：（受容スキル）
聞くスキルと読むスキルの各セクション

聞く	 — 25 点
読む	— 40 点

25%
25%

内部評価 
25%

個人口述評価

30 点
25%

「初級外国語」の SL の内部評価の個人口述では、コースで学習したテー
マのいずれか（または複数）に明確に関係する視覚素材を刺激材料とし
て使用します。

IV. 学習内容の概要
テーマ 指針となる原則 所定のトピック 考えられる問い

アイデンティティー 自分の本質と、自分という人間を
表現する方法を模索する。

	z 自分の人物像
	z 個人的な関係性
	z 飲食
	z 身体の健康

	z 私は他の人に対して自分のことをどのように表現しているか。
	z 私は自分のアイデンティティーをどのように表現しているか。
	z 私はバランスのとれた健康的な生活をどのようにして実現して

いるか。

経験 私たちの生活を形づくっている出
来事、経験、道のりの物語を探
り、発表する。

	z 毎日の行動
	z 余暇活動
	z 休暇
	z 祝祭行事

	z 旅に出ることは私たちの視野をどのように広げるか。
	z 別の文化の中に暮らしていたなら、私の生活はどのように違っ
ていたか。

	z 13 ～ 19 歳という年齢の難しさはどのような点か。
	z 慣習や伝統は、複数の文化の間でどのように異なるか、またど

のように似ているか。

人間の創造性 人間の創造性や革新性が私たち
の世界にどのように影響している
かを探る。

	z 交通機関
	z エンターテイメント
	z メディア
	z テクノロジー

	z 科学技術は私の生活にどのように影響しているか。
	z 私は毎日の生活でどのようにメディアを使用しているか。
	z 私は娯楽を通して文化について何を学ぶことができるか。

社会の構造 共通のシステムや関心事を通じ
て、集団が自分たちをどのように
組織化するのか、また組織化さ
れるのかを探る。

	z 居住地区
	z 教育
	z 職場
	z 社会問題

	z 規則や規制は、社会においてどのような目的をもっているのか。
	z 社会において私が果たす役割は何か。
	z 仕事の世界で、私にはどのような選択肢があるだろうか。

この地球を 
共有するということ

現代世界において個人とコミュニ
ティーが直面している課題と機会
を探る。

	z 気候
	z 自然地理学
	z 環境
	z グローバルな問題

	z 環境のために私にできることは何か。
	z 私を取り巻く環境は、私の生活にどのように影響するのか。
	z 世界をより良い場所にするために、私に何ができるか。

http://www.ibo.org/en/programmes/diploma-programme/
http://store.ibo.org
http://www.ibo.org/en/university-admission

